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研究成果の概要（和文）：ニホンザル問題において、農家の被害認識の形成要因として対人関係

に着目し、獣害が深刻化する過程を明らかにした。また、さまざまな条件下において農家の対

策意欲や被害認識を形成する社会的要因について定量的な分析を行い、軋轢を軽減させるため

の社会科学的アプローチについて検討した。 

 

研究成果の概要（英文）：I analyzed the developing process of wildlife problems focusing 
farmers’ cognitive structure of crop damage, with special reference to human interaction, in 

human-monkey conflicts. Furthermore I discussed the sociological approaches to reduce 

human-wildlife conflicts by providing quantitative analysis of social factors that influences 

farmers’ motivations for countermeasure and farmers’ attitudes towards wildlife damage in 

the various conditions. 
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１．研究開始当初の背景 

 近年、野生動物と人間活動との軋轢が世界
各地で問題になっており、獣害管理（被害管
理）とよばれる分野が急速に発展しつつある。
日本においてもサルやシカ・イノシシなどに
よる農業被害問題が深刻化しており、その適
切な対処法として、生物学的な知見を基盤と
した野生動物の個体数管理や被害管理が提
案されている。被害管理については、地域住

民の自主的なものから行政主体のものまで、
さまざまな規模のものが実施されており、電
気柵や物理柵が大規模に導入されている地
域もあるが、被害軽減に結びついている事例
は少ない。この主な理由として、これまでの
管理手法が、被害金額や面積に反映される加
害動物による食害量の減少のみに注目し、被
害発生に関与する人間側の社会的要因が考
慮されてこなかったことが考えられる。 
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欧米では、human dimension と呼ばれる
野生動物管理における人間側の社会的要因
を分析する社会科学の分野があり、1970 年
代から多数の研究蓄積がある。さらに近年で
は、野生動物管理における管理概念を、生物
学 的 知 見 を 基 盤 と し た も の
（biological-based）から地域社会を基盤とし
たもの（community-based）へと転換させる
動きがある。人と野生動物の軋轢問題におい
ても、害獣と人間の相互関係に主眼を置く従
来の害獣管理から脱却し、野生動物と生息環
境、および人間とのあいだのさまざま相互関
係、時には野生動物に起因する人間同士の関
係が生み出すインパクトを扱うことによっ
て、包括的に軋轢を軽減しようとするモデル
が提案されている。このような観点からのア
プローチは、日本においても有効であると推
測されるが、現在までのところ農地管理や集
落管理の手法として一部で取り入れられて
いるに過ぎない。 

２．研究の目的 

本研究では、さまざまな社会・文化的条件
のもと発生している獣害問題を対象に地域
住民の被害認識構造を解明し、食害という生
物学的現象に対して地域住民の被害認識（対
策意欲や問題許容性）が多様化・深刻化する
社会的要因を明らかする。そのうえで、人と
野生動物の軋轢を包括的に軽減するために、
住民意識をふまえた社会科学的アプローチ
について検討する。 

３．研究の方法 

 被害対策推進上の問題点と獣害が深刻化
する要因を明らかにするために、青森県下北
半島佐井村で発生するニホンザル農作物被
害問題において、被害防止に必要な知識の向
上や技術の普及を目指して地域住民に対す
る情報還元を行い、農家の言動を記録した。
このような活動を通じた参与観察から、場所
性や立場性による被害認識の差異について
検討した。 
 被害農家の「対策意欲」および「問題許容
性」に影響を与えている社会的要因を定量的
に把握するため、兵庫県においてサルのほか
シカ・イノシシなどの被害が発生する集落住
民を対象にアンケート調査を行い、共分散構
造分析を行った。 
 
４．研究成果 
(1) 農家の被害認識に影響を与える社会的
要因と獣害の問題化プロセス 
青森県下北半島の北限ニホンザルによる農

作物被害において、自給農家の被害認識に影
響を与える社会的要因について、聞き取りデ
ータを用いた分析を行った。その結果、被害
農家は日常レベルにおいて許容を伴う複雑
な「被害認識」を持っているが、被害経験を
共有しない他者と対峙する場面では、サルに

対する否定的価値観だけが表出されやすい
こと、またそのような否定的価値観は地域社
会において先鋭化され、捕獲をめぐる意見に
収斂されやすいことが明らかになった。しか
し、ニホンザルの農作物被害軽減に向けては、
捕獲が必ずしも有効な手法ではなく、このよ
うな場合、施策をめぐって異なる価値観を持
つ利害関係者間で意見の対立が生じ、獣害が
社会問題化しやすい状況にあることが判明
した。これらの分析により、地域住民の被害
認識の形成に「対人関係」などの社会的要因
が強く影響を与えている可能性が示唆され
た。 
 
(2) 被害農家の対策意欲に影響を与える社
会的要因 
被害農家の対策実行意欲に影響を与えてい

る要因を明らかにするために、農業形態グル
ープ別に共分散構造分析行った。その結果、
被害農家の「対策実行意欲」は「被害頻度」
の影響を受けず、「対策熟達度」や「営農意
欲」「対策効果の体験」などの社会的要因の
影響を受けていることが明らかになった。ま
た、それぞれの社会的要因の「対策実行意欲」
への影響力は販売農家と自給農家で異なっ
ていた。販売農家の場合、「対策熟達度」、「営
農意欲」の順で影響力が強く、自給農家の場
合は「対策熟達度」の影響力が販売農家と比
べて低く、また「営農意欲」「対策効果体験」
もほぼ同等の影響力を持つ結果となった。被
害農家の「対策実行意欲」を高めるためには、
「対策熟達度」や「営農意欲」を高めること
は農業形態にかかわらず有効であることが
推察され、とくに自給農家の場合、単に対策
熟達度を高めるための情報提供だけでなく、
対策効果を体験する機会の創出も重要であ
ることが示唆された。 
 
(3) 被害農家の問題許容性に影響を与える
社会的要因について 
共分散構造分析により、獣害に対する問題

許容性に影響を与えている要因の定量的な
把握を試みた。その結果、被害農家の「問題
許容性」に対して、「被害への近接性（被害
を受けた時期）」が強い負の影響を与えてい
ることが明らかになった。今回の分析では有
意な結果とならなかったが、「被害頻度」「支
援満足度」が与える影響も大きい傾向にあっ
た。また、被害農家の「支援満足度」に対し
ては、「相談相手の欠如」が強い負の影響を
与えていることが明らかになった。聞き取り
による質的調査から、日常、被害を許容する
発言をする農家でも、①被害発生直後、また
は②被害を共有しない相手に対し、被害を拒
絶する発言をする傾向にあることが明らか
になっている。今回の分析結果からも、問題
許容性を高めるためには、被害発生直後に高



 

 

まる「被害感情」をいかに解消できるかが、
重要といえる。また、獣害に対する「相談相
手」の存在は「支援満足度」を高める効果も
期待でき、問題許容性の向上に寄与する可能
性がある。 
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